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これからの製品には、開発、製造、使用はもとより、その廃棄

までのライフサイクルの中で環境負荷を最小限にするデ

ザイン思想が必要だといわれています。それだけに、ますま

す重要になるのが、その第一ステップとしての設計技術で

す。横河電機から送り出される製品は、補助生産財のため、

長寿命かつ少量生産で、地球環境に及ぼす影響は自動車

や家電製品のような生活消費財に比べはるかに少ないと

いえます。しかし、だからといって横河電機は手をこまねいて

いるわけではありません。

設計プランの評価基準に

環境項目が加わりました。

環境対応型設計をめざして、横河電機では、性能・コスト・

安全性の評価、部品の共通化、有害物使用禁止など従来

の「設計審査基準」に加え、新たに「製品設計における環

境アセスメント基準」を制定。これからの開発製品は、この

基準に合格したものでなければ基本的には製造・出荷で

きない仕組みとしました。このアセスメント基準は、新しく開

発するすべての製品について、開発初期/中間/最終設計

の３段階において、資材原料調達から製造、流通、使用、廃

棄の全過程での環境負荷低減を29項目にわたって評価。

その総合評価の得点で、25%以上(当社従来品または市

場類似品との比)の改善を目標としています。

成果① 生産制御システム「CENTUM CS1000」

同様規模の仕様・性能を有する従来システムμXLに比

べ、消費電力を36%低減。さらに重量・体積その他の項目

も改善され、素材・部品の生産段階から10年間の使用期

間を終えるまでの生涯環境負荷（CO2排出量換算）比較

で、35%の削減を達成しました。

CS1000とμXLの評価項目比較

CS1000とμXLのCO2排出量比較
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生産制御システム CS1000
プロセス制御最先端のDCS

成果② オシログラフィックレコーダ OR-HANDY

オシログラフィックレコーダORP1200を、環境調和型設計に

よりリニューアル。従来型と比べ、サイズがA3からB5になり、

厚みも1/4。さらに金属部品へのメッキや導電塗料の塗布を

止め、ネジの数を1/10に削減しました。また、材料はリサイク

ル可能なものを選択し、材料表示もしています。具体的に

は、部品点数、組立工数、大きさ、重量、消費電力、プリント

板、リサイクル困難部材率などで2/3の削減を実現しました。
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μXLを１とした場合

グリーン設計


